













































出所：1889年の数(直は｢角) |日本地名大辞典17石川県」 1）より、1955年の数(直は『西 1 0）より、


















































































































































































































































年齢 0~９ 10~1９ 20~2９ 30~3９ 40-49 5０５９ 60~6９ 70-79 80~8９ 90~9９ 計
男 ０ ４ ６ ２ ５ 1２ 1１ 1２ ７ １ 6０
女 ０ ２ ３ 0 ８ ５ 1８ 1６ 11 ２ 6５
計 ０ ６ ９ ２ 1３ 1７ 2９ 2８ 1８ ３ 125
年齢 ０９ 10~1９ 20-29 30~3９ 40~4９ 50~5９ 60~ ９ 70~ ９ 8０８９ 90-99 計
男 ２ ０ ５ ６ 0 ８ ５ ６ ４ ０ 3６
女 I ２ ３ 1 ２ ５ ６ 10 ４ ０ 3４
計 ３ ２ ８ ７ ２ 1３ 11 1６ ８ ０ 7０
年齢 ０９ 10~1９ 20ﾍ2９ 30-39 40~4９ 50~5９ 60-69 70~7９ 80~8９ 90~9９ 計
男 ２ ７ ２ ３ ９ ４ ３ ５ ４ １ 4０
女 ６ ３ １ ４ ４ ３ ８ ７ ３ ２ 4１
計 ８ 1０ ３ ７ 1３ ７ 1１ 1２ ７ ３ 8１
年齢 0９ 10~1９ 0~2９ 30-39 40~4９ 50~5９ 60ﾍ6９ 70~7 80~8９ 90~9９ 計
男 ５ ４ ７ 1５ 1１ 1４ 1６ 2 ６ １ 1０６
女 ８ ９ ２ ６ ７ 1３ 3１ 2６ 1５ ４ 1２１






















上山 西二又 上大沢 大沢 計
核家族（子供40歳以下） ２ ６ ２ 1２ 2２
核家族（子供40歳以上） ８ 1 ３ ９ 2１
拡大家族 1６ ５ 1２ 1９ 5２
単身（60歳以下） ２ １ ０ ３ ６
単身（60歳以上） ３ ２ ３ 1９ 2７
夫婦 60歳以下） 0 1 １ ０ ２
夫婦 0歳以上） 1４ ８ １ 2５ 4８
計 4５ 2４ 2２ 8７ 178







(販売） 0 １ ２ (-） (-） ４
1種兼業
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(販売） 2,669 2,060 918 1,450 654
991
-828
418
-322
1８１
-104
沢に漁港が、そして上大沢にはより規模の小さな船だまりがあるほか、大沢より東の赤Ⅲ埼と小鵜入に
も船だまりがあり、さらに下山にはさらに小さな船着き場である斜路が設けられている。西保漁業生
産組合はこれらを基地に漁業を営む漁民のつくる団体である。
組合に登録されている漁船は､２～３トンのエンジン付き漁船が25艘あり、このうち20艘は大沢の
人が所有している。これは１艘で１千万円ほどし、ソナーなどの近代装備も備えたものである。また
伝馬船と呼ばれる船外機船も50艘が登録され、そのうち30艘が大沢の漁民の所有である。こちらは
1艘70～80万円と手ごろだが、漁群探知機はついている。
西保地区の漁業は、近海での刺網漁と、海藻の採取が中心である。捕れる魚は、1950年代末までは
イワシ、その後はアジやサバが多く捕れたが、最近はあまり大量には捕れなくなっている。刺網は夕
方に海に出て網を入れ、その夜か明け方に網をあげてかかった魚をとる漁である。また地区内には岩
場が多く､サザエ網で捕るサザエ漁も盛んである｡サザエ網は仕掛けてから１週間ほどして引き上げ、
入ったサザエを捕る。海藻ではノリやワカメのほか、エゴと呼ばれる天草の－種で寒天の材料になる
ものがこの地区の特産で、採取したものを白くなるまで天日にさらして出荷される。このほかに地区
の漁場では定置網も仕掛けられているが、これは道具だけで１千万円ほどかかり、また県の許可がい
るもので、この地区に仕掛けられる網はすべて輪島の人の所有である。定置網は５月の連休前から10
月くらいまで張ったままにしておき、魚の入る部分だけを１日２回上げて魚を捕る漁である。
水揚げされた魚やサザエは、各自が車で輸送して輪島の漁協に出荷する。漁民各自の水揚げ高もそ
ちらで管理する.網を上げてそのまま輪島港に船で運ぶことは、お金をとられるしじゃまにされるの
でしないそうだbなお輪島の人が所有する定置網は、船は大沢浩に泊まるが、網を上げたらそのまま
輪島港に運んで水揚げする。
西保漁業生産組合は船の燃料の手配などをするほか、地区の漁業権の維持管理をおこなっている。
サザエ網の角襟日は輪島漁協の漁業権管理組合が決定し、平成18年度は６月１１日から８月１９日ま
でと決められた。西保の組合はそれを漁民に通知する役目を果たす６また使用するサザエ網について
も､５年ほど前から、１艘につき７把(ひと把で30センチくらい)つなぎで６刺までに制限している。
１回の出漁で仕掛けるのは２刺程度がふつうという。さらに漁協に出荷できる殻の大きさも４センチ
以上と決められている。いつぽうエゴの採取についても解禁日が設定されており、こちらは西保地区
の組合で独自に設定している。さらに組合はアワビやサザエやヒラメの放流といった事業も行ってい
る。
西保地区の漁船はひとりで乗る'｣､振りなものがほとんどで、複数の船員が乗る船は、それぞれ５人
ほどが乗り込む定置網漁の船が２隻大沢港に見られるのみである。この船乗りは能都町などから来て
いて、空き家を借りた番屋（バンヤ）に泊まり込んで漁をしているという。大沢でもかつてイワシ1漁
やアジ・サバの刺網が盛んだった頃は、船にも複数の船員が乗り込み、そうしたときには船主とカコ
（水夫）の関係が強かったというが、今では比較的年配の男性がひとり乗り込んだ船が港に着くと、
迎え出た奥さんとふたりでおしゃべりしながら、あるいは男性がひとりで黙々と魚やサザエを網から
はずす、といった光景が日常風景となっている。しかし漁業が大沢や上大沢の重要な生業のひとつで
あり続けていることは疑えない。
6．おわりに
以上、西保地区と、本年度の調査対象とした上山・西二又.上大沢・大沢の４集落の概観を、各集
落の人口構成と世帯類型、その主要生業である農業と漁業の点から見てきた。輪島市街地や旧門前町
の中心地区から隔絶した場所に位置し、道路状況が整備された今でも、あるいはそれ故にこそ、高齢
化と世帯流出の波が押し寄せる中で、地区の暮らしが大きな転換点に差し掛かっていることが、以上
見てきた概観からも窺える。しかしそうした地理的状況に置かれていたからこそ、独自の慣行や風習
が築かれ維持されてきたことは、以下の章でお読みいただくとおりである。各章のテーマは学生各自
が興味を持った事柄を優先したため、この土地ならではの貴重な事柄がいくつも抜けているであろう
ことはご容赦頂<ほかないが、この士地らしさのいくつかがそこにすくいとられていれば幸いである。
短い本調査期間とその後の散発的な補充調査で得られたデータは限られたものであり、お話をうか
がう機会のなかった方も多い。なにより学生の実習ということで調べる側の未熟さも言うまでもなく、
本報告書の記述にも分析にも不正確、不十分な点が多々あるものと自覚している。関係各位の忌揮の
ないご批判、ご叱正をお願いする次第である。
注
、既刊の調査実習報告書の一覧は、巻末の「参考文献・参考資料」に掲げておいた。
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